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1 アブラハムの子孫、ダビデの子孫、
イエス・キリストの系図。

2 アブラハムにイサクが生まれ、イサクに
ヤコブが生まれ、ヤコブにユダとその
兄弟たちが生まれ、

3 ユダに、タマルによってパレスとザラが
生まれ、パレスにエスロンが生まれ、
エスロンにアラムが生まれ、

4 アラムにアミナダブが生まれ、
アミナダブにナアソンが生まれ、ナアソン

にサルモンが生まれ、



5 サルモンに、ラハブによってボアズが生

まれ、ボアズに、ルツによってオベデが
生まれ、オベデにエッサイが生まれ、

6 エッサイにダビデ王が生まれた。



1 イエスが、ヘロデ王の時代に、ユダヤの

ベツレヘムでお生まれになったとき、
見よ、東方の博士たちがエルサレムに
やって来て、こう言った。

2 「ユダヤ人の王としてお生まれになった

方はどこにおいでになりますか。
私たちは、東のほうでその方の星を見た
ので、拝みにまいりました。」

3 それを聞いて、ヘロデ王は恐れ惑った。

エルサレム中の人も王と同様であった。



4 そこで、王は、民の祭司長たち、学者た

ちをみな集めて、キリストはどこで生まれ
るのかと問いただした。

5 彼らは王に言った。「ユダヤのベツレヘ

ムです。預言者によってこう書かれてい
るからです。

6 『ユダの地、ベツレヘム。あなたはユダ

を治める者たちの中で、決して一番小さ
くはない。わたしの民イスラエルを治める
支配者が、あなたから出るのだから。』」
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I 引用部分の意味
A 2章の出来事

祭司長たちと学者たち 2:4
恵みの時代の幕開け

B 旧約の預言の引用
1 ミカ5:2と第二サムエル5:2



ミカ5:2
「ベツレヘム・エフラテよ。あなたはユダの氏族

の中で最も小さいものだが、あなたのうちから、
わたしのために、イスラエルの支配者になる者
が出る。その出ることは、昔から、永遠の昔か
らの定めである。

第二サムエル5:2
「これまで、サウルが私たちの王であった時でさ

え、イスラエルを動かしていたのは、あなたでし
た。しかも、主はあなたに言われました。『あな
たがわたしの民イスラエルを牧し、あなたがイ
スラエルの君主となる』」



マタイ2:6
『ユダの地、ベツレヘム。あなたはユダを治め

る者たちの中で、決して一番小さくはない。
わたしの民イスラエルを治める支配者が、
あなたから出るのだから』



2 書き換え

「小さい」 →「小さくない」
「イスラエルの支配者」 →

「イスラエルを治める支配者」
「治める」は「牧する」の意味



C ことばの確認
1 ミカ5:2「支配者」

創世記3:16
2 マタイ2:6「治める」

ヨハネ21:16
第一ペテロ5:2

ポジティブなイメージへの書き換え
救い主は牧者である！



II 系図の意味
A 系図の背景
1 系図を重んじる民族
2 系図から見ても救い主

B 四人の女性
1 5節 ラハブ ～遊女
2 5節 ルツ ～モアブの異邦人
3 6節 ウリヤの妻 ～ダビデの不倫相手
4 3節 タマル ～創世記38章

ユダと関係 →生まれたのがペレツ

「誇りと暴露の系図」



C もう一人の人ユダ

アブラハム →イサク →ヤコブ →ユダ

1 創世記38章の記述
ペレツという名前 ～「割り込む」という意味
ユダと息子の嫁タマルとの間に生れた
主イエスの系図に名前
ペレツの子孫はペレツ族



2 ルツ記の記述

4:18 ペレツの家系は次のとおりである。
ペレツの子はヘツロン、

4:19 ヘツロンの子はラム、ラムの子は
アミナダブ、

4:20 アミナダブの子はナフション、
ナフションの子はサルモン、

4:21 サルモンの子はボアズ、ボアズの子
はオベデ、

4:22 オベデの子はエッサイ、エッサイの子
はダビデである。



3 マタイの系図
1:3 ユダに、タマルによってパレスとザラが

生まれ、パレスにエスロンが生まれ、
エスロンにアラムが生まれ、

1:4 アラムにアミナダブが生まれ、

アミナダブにナアソンが生まれ、
ナアソンにサルモンが生まれ、

1:5 サルモンに、ラハブによってボアズが

生まれ、ボアズに、ルツによって
オベデが生まれ、オベデにエッサイが
生まれ、

1:6 エッサイにダビデ王が生まれた。



4 ユダという名称
部族名
主はユダ族出身 ヘブル7:14
主はユダの地から生まれる マタイ2:6



III ユダ家の意味

A ヤコブの第4子、母はレア 創世記29:35

B 創世記38章以前のユダ
1 一定のリーダーシップ
2 父ヤコブ

双子の兄エソウとの間に確執
ヨセフとベニヤミンだけを寵愛



C 創世記38章以後のユダ

1 兄弟たちの間で指導権
2 ヨセフとの再会

～周囲に対する思いやり
3 責任を負う姿勢



D 創世記38章の出来事

1 二つの意味
自分の情けない姿を知った
自分が過去にしたことに向き合った

2 転換点
ユダの人生の変化
息子ペレツがダビデとイエスさまの先祖



E 恵みに生かされる生涯

1 恵みのチャンス
2 恵みへの転換



IV クリスマスの意味

A 家族の不完全さ
1 複雑な要素が絡み合う家族システム
2 赦し赦される家族システム

B 恵みのすごさ
1 最限がない
2 完全な赦しと回復がある
3 神さまは人間の罪を逆手に取って恵みの

みわざを行われる



C 家族の恵みの可能性

1 ナザレの複雑な家族システム
2 クリスチャンとしての家族のとらえ方

家族の現実
地上の家族は絶対化しない
相対化する成熟



しめくくりに

1 神さまは理想的でない中に恵みをもって

働かれる

2 恵みが追いかけてくる


